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はじめに 
近年、永久クローズテレインが出てきたり、インカレが山川さんの繋がりが強いテレイン

でしか開催できなかったり、とオリエンテーリングを取り巻く状況が悪くなりつつありま

す。また、インカレスプリントでは毎回、運営の方から競技者マナーの改善を求められて

きましたが、未だ十分ではありません。 

地元の方の協力を得なければ競技が成立しないというスポーツの性質上、オリエン競技者、

もしくは団体の行動が直接オリエン界に大きな影響を与えてしまいます。（下のフローチ

ャートを参照ください）オリエンを日本の多くの場所でこれからも続けられるように、オ

リエンティア一人一人の意識の指針を示すことを目的として、この資料を作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料の内容及び活用法 

内容：オリエンティアとして守ってほしいマナーやルールと、渉外問題事例 

活用法：新入生や部員に対して年度初めなどに一度ルールを確認する際の資料として使用

ください。 

新入生がある程度確定した段階で、この資料を利用したマナー教育を各大学、クラブ内で

行い、教育を行ったことを普及部まで報告ください。報告がなかった場合、インカレの後

片付けをお願いするなどのペナルティーが課されます。 

 
渉外問題発生！or マナーが悪い… 

 

テレインの 

永久クローズ 

オリエンへの

心象の悪さ 

 
オリエン界 

全体への心象

の悪さ 

学生ティアへ

の心象の悪さ 

大会が開けな

くなる 
地域の方の協

力を得づらく

なる 

部の活動

の縮小 
テレインとい

う財産の損失  
インカレ、 

全日本… 

新規テレイン

の開拓がしづ

らくなる 

大規模な大会

が開催困難に

なる 
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守ってほしいルールやマナー 
≪テレイン渉外に関して（大会/練習会）≫ 

テレインを管理する方＋テレインを利用する方双方から理解をえることが大切です。 

・利用するテレインの渉外の取り方を確認し、渉外をとる必要があるテレインを利用する

際、必ず渉外をとって利用しましょう。 

・テレインを利用される一般の方、業者の方、周りの住民の方に理解を得られるよう継続

的に周知活動を行いましょう。（回覧板、住民の方への挨拶まわり、利用者への周知活

動） 

・渉外担当者が変わる場合は、主要所有テレインに挨拶に行く等を行い、前任者が責任を

もって担当者が変わったことを伝えましょう。 

・渉外問題が起こったら速やかに日本学連に連絡、報告書（p. 19参照）を提出しましょ

う。その場で解決できた場合でも連絡は必ずしましょう。 

・大会運営などで取り扱う個人情報は絶対に漏洩しないようにしましょう。個人の連絡先

を渉外のために他団体に伝えるなどは行わないようにしてください。 

・運営の際、撤収忘れが起きないように確認をしましょう。 

 

≪競技上のマナーに関して≫ 

テレインは一般の利用する方、周りの住民の方のご理解を得て使用させていただいている 

という意識をもちましょう。 

 

〇オリエンテーリング界独自のマナー 

・林業（伐採）中の際、強行突破は絶対にしないようにしましょう。重機を入れているの

を目視で確認したら手前の安全なエリアから迂回しましょう。地図で立入禁止になって

いなかったとしても急遽工事が入る可能性もあるので、林業しているのがわかった場合

は通らないようにしましょう。 

・電気柵や罠には触れず、そのままにする。万が一壊してしまった場合は必ず報告する。 

・電気柵を開けて通らなければならない場合は、通った後必ず閉める。後続の人がいるか

らといってそのままにしておくと、後ろの人は開けたままでいいと思ってしまい開けっ

放しになってしまう可能性があります。 

・「許可」という言葉を言わないようにしましょう。現地で作業している方や地主の方に

何しているか聞かれた際、「許可を得てやっています」と答えたことによって反感を買

った例があります。許可を得てやっているわけではなく地元の方との関係を調整されて

いるにすぎないので気を付けましょう。もし聞かれたら、渉外先や渉外法を伝えるとい

いと思います。わからなかったら渉外担当者に確認しましょう。 

 

 

当たり前だけど、競技中に

ついつい忘れがち。気をつ

けて！ 
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〇基本マナー 

・（一番重要！）人命＞競技です。けがをしている人、助けを必要としている人がいたら

競技よりも優先して助けましょう。全員が同じところを通るわけではないのでほかの競

技に比べて気づける人が少ないです。気づいた人がまず声をかけましょう。 

・挨拶をしましょう。 

・一般の方のそばを猛スピードで駆け抜けたり、ぶつかったりして迷惑をかけないように

しましょう。 

・万が一ご迷惑をおかけした場合、すぐ謝りましょう。 

・苦情に対して適切な言葉をつかい対応しましょう。 

・一般的な交通ルールを守りましょう（道路に飛び出さないなど） 

・提示のない施設を利用せず、提示のある施設はきれいに利用しましょう。 

・移動の際は横一列で歩かないようにしましょう。（スタートへの誘導や、フィニッシュ

から会場への誘導） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇競技前に確認したいこと 

・競技者の安全を確保するため、周りの方へ迷惑をかけないように、適切なクラス選択を

し、フィニッシュ閉鎖や競技時間、腕時計など持ち物の確認を徹底しましょう。 

・競技時間、フィニッシュ閉鎖時間を絶対に守りましょう。 

・プログラム、公式掲示板にはそのイベントでの注意事項が書かれているので必ず見るよ

うにしましょう。 

・現在地が分からなくなった場合に確実に戻ってこられる方向を確認して出走するように

しましょう。 

 

 おはようございます 
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〇立入禁止区域に入らないようにしましょう。 

私有地や動物の保護区、田んぼ、危険な場所などが立入禁止となっています。 

入らないようにしましょう。 

・立入禁止地図表記 

 オリーブ           紫線、紫クロス          田んぼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※田んぼは紫クロスハッチが 

かかっててもかかってなくても 

立入禁止です。 

 

・青黄テープ…立入禁止区域を囲っているテープです。通ることはできません。 

 ※立入禁止区域の周りに必ずあるわけではないので、青黄テープがなくても地図上で立

入禁止表記がされている場合は入ってはいけません。 

 

〇新型コロナウイルス感染症対策について 

・JOA（日本オリエンテーリング協会）が出しているガイドラインに沿った運営・参加を

しましょう（新型コロナウィルス感染症対策 – 日本オリエンテーリング協会 

(orienteering.or.jp)）。 

・レース時以外のマスクの着用徹底 

・公園でのスプリントなどの際は人の多い場所はコースを避けるなどできるだけ配慮する 

 

≪渉外問題が起こったら…≫ 

・まず丁寧に謝り、使わしていただいているという意識を忘れず対応しましょう。 

・トラブルが発展しそうな場合はその場だけで対処せず責任者に報告し対応しましょう。 

・前述にもありますが、必ず報告しましょう。 

 

これらのマナーを守らないと一度のトラブルでそのテレインが永久に使えなくなる場合が

あります。すべてのマナーは競技よりも優先すべきことです。マナーを守り楽しくオリエ

ンテーリングを続けましょう。 

 

 

絶対入っちゃダメ！ 

 

https://www.orienteering.or.jp/events/covid-19_guideline/
https://www.orienteering.or.jp/events/covid-19_guideline/
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マナー教育 クイズ 
マナーBOOK の内容を 10 問程度のクイズにしました。 

以下のリンクからできます。全問正解できるようにしましょう！ 

 

〇2 年目以上用（9問） 

https://quizgenerator.net/quizhoster/?action=play&course_id=86423&course_path=e9f67

7835bbd3a7de4d4a40a56321395 

 

 

〇新入生用（10 問） 

https://quizgenerator.net/quizhoster/?action=play&course_id=86424&course_path=42699

93c23a3ef4613b9d3ef3e87e387 

 

  

https://quizgenerator.net/quizhoster/?action=play&course_id=86423&course_path=e9f677835bbd3a7de4d4a40a56321395
https://quizgenerator.net/quizhoster/?action=play&course_id=86423&course_path=e9f677835bbd3a7de4d4a40a56321395
https://quizgenerator.net/quizhoster/?action=play&course_id=86424&course_path=4269993c23a3ef4613b9d3ef3e87e387
https://quizgenerator.net/quizhoster/?action=play&course_id=86424&course_path=4269993c23a3ef4613b9d3ef3e87e387
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渉外問題事例集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

渉外問題として実際どんなことが起こっているのか、想像しにくいと思います。そこで、 

実際に起こった事例を次のページ以降にのせます。これは、2015～2022 年 9 月までに実 

際に起こったものです。どの大学でも起きうることばかりなので、一度目を通すことを強 

くオススメします。 

また、渉外問題の事例の提出にご協力くださった大学の皆様、本当にありがとうございま

す。皆様からいただいた資料をもとに、マナーやルールを考えました。次年度以降も、万 

一渉外問題が起こった際には、提出にご協力よろしくお願いします。 
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いつ 

2015年1月15日（金） 

どこで 

矢板山苗代 

だれと 

地域住民と 

どのような渉外問題が起こったのか。 

矢板 山苗代でポストを設置している中、当時の新潟大学の部員の一人が地元の方に

「土地の利用許可を出していない」と指摘された。しかし、その日限りは使用の許

可を頂き、練 習は1日することができた。 

 

 

 

どのような対応をとったのか。 

住民の承諾の上練習を続行。山川氏と日本学連に報告。 

 

 

 

現在の状況 

問題なし 

 

 

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

地域への伝達不足と思われる。 

 

 

これからの対策 

地域への十分な周知活動 
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いつ 

2015/10/25 

どこで 

伊豆大島 裏砂漠・奥山砂漠 
だれと 

大会運営者および地元の観光協会や警察等 
どのような渉外問題が起こったのか。 

当クラブの2年生がゴール閉鎖になっても姿を現さず、運営者によるテレイン内の捜

索を経て、最終的に観光協会の方や警察の方の協力を得てテレインからかなり遠い

ところで発見されるに至った。 

 
どのような対応をとったのか。 

ゴール閉鎖（12:15）後、捜索開始。4年生が一人残留を希望したが、運営者の促し

に従ってOLKは全員港へ向かい出航した（13:30）。運営者による捜索後、警察署

に捜索願が提出され（15:00）、15:40に発見された。事情を聞き、翌日警察署に挨

拶をして本土帰還。 

 

 
現在の状況 

毎年ES関東が伊豆大島大会を開いてくださっており、テレインクローズ等には至っ

ていない。 

 
なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

本人は「ゴール閉鎖時刻・競技時間」「船の出航時間」「迷ったら西北あるいは北

に向かう」「時計と笛の所持」といった基本的な事項を理解していた。しかし、予

想を超えて東に進んでおり戻り切れなかったとのことである。 

最終的には、ゴール閉鎖から約3時間半後にテレイン北東にあるサクラ株付近で発見

された。 

 
これからの対策 

適切なクラス選択の勧め・フィニッシュ閉鎖や競技時間、腕時計など持ち物の確認

の徹底笛の携行の推奨・重要項目を記入して上級生がチェックする確認シートの導

入、捜索時に現地にOLKから残留人員を確保する等をおこなっている。 
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いつ 

2016年1月13日（金） 

どこで 

矢板塩田 

だれと 

林業関係の業者 

どのような渉外問題が起こったのか。 

自分たち団体がテレイン申請を行い、使用許可が出ているのにもかかわらず、林業

業者が伐採作業を行っており、部員に対してこのままだと伐採した木が当たって怪

我する恐れがあると警告された。実際その業者から新潟大学学務に連絡が行き、当

時の副部長にその旨が伝えられた。 

 

 

 

 

どのような対応をとったのか。 

テレイン管理者である山川克則さんに連絡し、テレインに来ていただいた。山川さ

んと業者の話し合いののちテレインを使用してもよいということになり練習を再開

した。 

 

 

 

 

現在の状況 

地元住民とのトラブルではなかったため通常通り使用できている。 

 

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

地元住民には連絡が行き届いていたが、今回の林業業者は外部だったため連絡が行

き届かなかった。 

これからの対策 

テレインを使用する際にはその日に伐採作業が入っていないか確認する。 

もし入っていた場合はテレイン管理者と業者で話し合いを行う。 
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いつ 

2016年4月ごろ 

どこで 

釈迦谷（千葉県いすみ市） 

だれと 

 

どのような渉外問題が起こったのか。 

テレインのある地区の区長さんと連絡が取れなくなってしまった。（電話に出てい

ただけなくなってしまった。） 

どのような対応をとったのか。 

謝罪に伺いたいことを伝えようとして電話にて名乗りでたが、切られてしまった。 

現在の状況 

渉外問題が発生してから連絡は取っていない。テレインはクローズ中。 

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

2015年12月開催の第22回千葉大大会において釈迦谷を使用したが、その際の区長さ

んへの連絡手段として特別に区長さんの携帯電話番号を教えていただいた。つま

り、この携帯電話番号は正式な連絡手段ではない。千葉大大会後の他団体や部内の

練習会で釈迦谷を使用する際に、その番号を勝手に区長さんへの連絡手段として広

めてしまったことだと考えられる。 

これからの対策 

釈迦谷については数年から十数年間はほとぼりが冷めるまで何も行わない（行えな

い）と考えている。 

この重大な過ちを受けて、他団体の渉外における注意点を聞いて参考にしたり、区

長さんなど地元の方との連絡は部内で渉外担当者を決めその者のみが連絡をするな

ど個人情報についてはかなり丁寧に扱っていくことにしている。 
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いつ 

2017/2/19（第37回早大OC大会） 

どこで 

しろやまこ 

だれと 

地元の年配の男性 

 

どのような渉外問題が起こったのか。 

正午過ぎ、近くに住んでいてよく散歩をされているという方がコミュニティ広場

までいらっしゃいました。そして、当イベントの参加者（競技者）に後ろからぶつ

かられたという報告と、道に枝が沢山落ちていることから植物と遊歩道への悪影響

を懸念されていらっしゃり、「市に対して本イベントのような山林内でのスポーツ

をやめるよう苦情を伝える」というお考えを私どもへ伝えてお帰りになられました 

 

どのような対応をとったのか。 

事故の現場とその方のお名前やご連絡先をお伺いせず、大会の渉外の連絡先が記

載されている自治会の皆様への回覧資料と同じものをお渡しするのみとなってしま

いました。そのため、こちらから追ってご連絡や謝罪をすることはできなくなって

しまいました。また、その方が実際に市に連絡をなさるかどうかも確かめられない

という状況です。 

また環境への配慮については、その方の仰った枝とは大会前日に造林組合の方が

してくださった枝落としの跡をご覧になってオリエンテーリングの結果であると思

われたのかもしれないと思い当たりました。ごみについては持ち帰り、山林周辺に

設置させていただいた機材、テープ、紙などのものは回収の再確認をしました。植

生も特に異常は見られなかったため、山林への影響は最小限に留められたのではな

いかと考えております。 

 

現在の状況 

 不明な状況。 

 

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

 

これからの対策 

1 今後、当該山林使用の際には回覧資料を自治会に回覧していただくことになっ

ています。その際に、林道の使用があることを明記し地元の方へ周知します。 

2 競技者へ対して、今回の利用者へのトラブル事例の周知を徹底して、注意喚起

を必ず実施します。 
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いつ 

２０１７年９月２３日（土） 

どこで 

三河トレイルランお手伝いで訪れた巴山 

だれと 

問題となったマウンテンバイクの持ち主 

 

どのような渉外問題が起こったのか。 

トレイルランの前日準備中、部員の一人が道に倒れていたマウンテンバイクに遊び

で乗っていたところ、持ち主の方が現れ状況の説明をした際に、部員が「捨ててあ

るものかと思いました」と発言してしまったことと、勝手に乗るという非常識な行

動で怒りを買った。 

 

どのような対応をとったのか。 

三河トレイルランは愛知県協会主催なため、後日、本人と愛知県協会の方とで謝罪

に行った。名椙では半年ほどそのテレインが使えなくなった。 

 

 

 

現在の状況 

作手地区のテレインを使う際は、その都度必ず入山する全員が誓約書（入山中にし

てはいけないことの確認を一人一人に理解させるもの）を書くことになった。 

また、作手地区のテレインを使う際は慎重に行わなければいけなくなった。 

 

 

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

そもそも勝手に人のマウンテンバイクに乗ったことも非常識であったが、それと同

時に、持ち主の方に状況の説明をした際の態度、言葉使いが良くなかった。 

 

 

これからの対策 

どのテレインであろうと、テレイン内での行動には気をつけることを部員全員が周

知すること。 

悪いことをしている、という意識を持つこと。 
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いつ 

２０１７年９月１０日（日） 

どこで 

名椙大会開催テレイン「水別」 

だれと 

 

どのような渉外問題が起こったのか。 

名椙大会終了後の片付けの際に、運営がコントロールにあった給水を取り忘れた。 

 

 

 

どのような対応をとったのか。 

岡崎森林組合から連絡を受け、1週間以内に取りにいき謝罪した。 

 

 

 

現在の状況 

マウンテンバイクの件等もあわせて、作手地区での渉外問題が重なって起こったの

で、テレイン管理者制度を愛知県協会がつくり、講習会が開かれたり、入山の際に

は誓約書を書くことになっている。 

 

 

 

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

運営が確認を怠ったから。 

 

 

 

 

これからの対策 

大きな大会でも部内の練習会でも関わらず、忘れ物や取り忘れに注意をすること。 
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いつ 

2017/11/19 

どこで 

菅生丘陵 
だれと 

あきる野市の職員 
 

どのような渉外問題が起こったのか。 

使用しようとしていた範囲の一部の付近で、子供向けにマウンテンバイクの講習会

のようなイベントが行われていた。そのため、その部分について使用しても大丈夫

かどうかイベントスタッフに尋ねたところ、ちょうど市の職員の方がおり、あきる

野市側の山（菅生丘陵の大部分は青梅市）は市の許可なく使用することは控えてほ

しい、と言われた。 

 
どのような対応をとったのか。 

該当部分のポストを飛ばして練習会を開催した。 

 

 
現在の状況 

あきる野市の許可なしには使わないようにしている。 

 

 
なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

土地の利用に関してどこまで厳密に許可を取れば良いのか難しいため。 

 

 
これからの対策 

あきる野市の山を使用する際には、あきる野市に許可をいただく。 
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いつ 

2017/12/03 

どこで 

寺家・三輪七面山Ⅱ 
だれと 

現地に野鳥観察にきていた野鳥愛好家の

方 

 

どのような渉外問題が起こったのか。 

オリエンテーリングを行っていたところ、声をかけられ、藪の中に進入すると鳥が

逃げてしまうので控えるように言われた。 

 

 
どのような対応をとったのか。 

渉外手続きを通した上での競技であり、問題ないと思っていることをお伝えして納

得いただいた。 

 

 

現在の状況 

なし 

 

 
なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

現地が野鳥観察の絶好のポイントとして知られていることが原因だと思われる。 

 

 

これからの対策 

記載なし 
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いつ  

2018/05/13 11:30頃 

どこで  

「中山城」（みちの会所有・地図ほぼ中

央部） 

だれと  

地元の方 

 

どのような渉外問題が起こったのか。 

クラブの新歓合宿でスコアOを行っている際、地図に書かれていない立ち入り禁止

区域があること、及び静粛を保つ必要がある区域があることを地元の方に注意され

た。 

 

どのような対応をとったのか。 

以下の2点の対応をとった上で競技を続行した。 

・最初に注意を受けた者（弊部加入2年目）をゴール閉鎖時刻まで立たせ、注意を喚

起した。 

・運営に主に行っていた加入2年目のラインで共有した。 

 

現在の状況 

当該地図所有のみちの会に連絡し、対応は一任した。本件以降は立ち入り禁止を反

映し、事前に利用者に注意事項を説明したうえで販売する旨の連絡を受けている。 

 

 

 

 

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

 

 

 

これからの対策 

当該テレインを利用する際には立ち入り禁止区域に十分配慮する。 
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いつ 

2018年6月2日(土) 

どこで 

和田堀公園 
だれと  

和田堀公園の利用者 
どのような渉外問題が起こったのか。 

公園で当日OLK大会前日大会が開催されたが、全速力で地図を見ながら、前を見ず

に走っている人がいて危ないと感じた当日の公園利用者が東京都に苦情をいれた。 

公園の管理事務所に連絡した場合はすぐに運営責任者に連絡が入るようにしていた

が都をまたいだため、連絡がおくれてしまい（苦情があったことを運営責任者が知

ったのは大会終了した10日ほど後になってから公園の管理事務所から送られたメー

ル）苦情をいれた公園利用者への謝罪や競技の説明はできなかった。 
どのような対応をとったのか。 

公園の管理事務所にこれから競技を行う際に周りの人とぶつからないよう細心の注

意を払うよう喚起すると伝えた。 
現在の状況 

競技としてイベントを開く際は、公園の管理事務所の前に東京都建設局東部公園緑

地事務所管理課にまず連絡しそこで許可をとってから行わなければいけなくなっ

た。（この許可を得るのがどれほど難しいのかは不明） 

1団体や小規模のレクリエーションとしてなら公園の管理事務所に連絡をとるだけで

開催できるとのこと。しかし、先日この公園で内部練習会を開催しようと思い管理

事務所に連絡したが 

「オリエンテーリングが全速力で公園をはしりまわるものとは前日大会の時はしら

なかった、一度苦情が入ってしまった以上やめてほしい」と返答されてしまった。 

よって現在ポストを設置せず個人で地図をもって走ることや、新歓体験会（これも

説明が難しいかもしれないが）のみ可能な状態にある。 
なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

決して広くはない公園に250人以上もの参加者が訪れ公園内を走り回ったこと、遊

具のあるエリアは競技エリアからのぞいたが、それでも人の近くを競技者が通過す

ることがあったからと考えられる。 
これからの対策 

今回とおなじく一般利用者の多い公園での開催で大勢の競技者がいたにもかかわら

ず、渉外問題が起きなかった2018年度東北大学大会前日大会の渉外責任者にどのよ

うな渉外を行ったのかきいてみたところ、 

・公園の団体利用のスケジュールをみせてもらい、大会開催の1か月ほど前から、か

ぶりそうな団体には練習しているところにお邪魔して競技の説明を行う。 

・当日は運営者5人で朝から見回りしてであったひとには声をかける。 

といった行為を東大大会前日大会とは違い、行っていたとの回答を得た。 

 わざわざ苦情をいれるような方は普段からながらく公園を利用されている方と考

えられるので、こうした事前の競技説明を行うことで公園利用者に理解を求めるの

が有効と考えられる。 
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いつ 

2018/7/8 

どこで 

埼玉県秩父市「宇根峠」 

だれと 

 

 

どのような渉外問題が起こったのか。 

早慶戦の参加者が動物用の罠にかかり足が抜けなくなってしまい、警察と救急車を

呼んで罠を取り外した。罠の所有者の方はお会いしていない。 

 

 

 

 
どのような対応をとったのか。 

警察の方の質問などに答えた。OLKの運営体制とその日の早慶戦の運営について

や、テレインの使用手順についてなどを話した。テレイン渉外については埼玉県協

会に申請を出しているのみの状態であることも話した。 

 

 
現在の状況 

その後現在までどこからも連絡は来てはいない。 

 

 
なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

参加者への罠などの注意喚起ができていなかった。 

 

 
これからの対策 

地元との連絡をより密に取り合う。 
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団体名  

大阪大学オリエンテーリングクラブ  

記入日  

2019 年 9 月 30 日（月）  

いつ  

2019 年 1 月 12 日（土）  

どこで  

生駒山麓公園（奈良県生駒市俵口町）  

だれと  

公園利用者  

どのような渉外問題が起こったのか。  

2019/01/12  開催の大会にて午前スプリント競技終了後に、一般客から「公園内の狭い

歩道で競技者がスピードを出して走行しており、危険なので注意喚起してほしい」とい

う苦情が入っていた。  

渉外問題と発覚したのは 2019 年 4 月（大会開催の 3 か月後）、新歓で使用するために

連絡をとった時に管理団体（生駒山麓公園管理事務所）から「去年のオリエンテーリン

グのイベントの際に一般客からの苦情があったため今後のオリエンテーリング目的での

公園の使用を断る」と言われた際である。  

  

どのような対応をとったのか。  

大会時は苦情の内容に従い、参加者に公式掲示板・アナウンスによる注意喚起を行っ

た。  

  

現在の状況  

最後に連絡をとった時（2019 年 4 月）に使用させていただけないかお願いしてみたが、

取り合ってもらえず、使用できない状態である。  

  

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか   

競技前に競技者への注意喚起が不足していたため。  

  

これからの対策  

部内で時間を空けてから、また連絡をとってみるという話になった。  
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団体名  

筑波大学体育会オリエンテーリング部 

 

記入日 令和 元年 9/29 

いつ 東大OLK夏場所1日目 

 

どこで 水元公園 

だれと 

 東大OLKと筑波大学 

 

どのような渉外問題が起こったのか。 

東大OLKからの連絡に対し、筑波大学側の対応が遅くなってしまった。 

 

 

 

どのような対応をとったのか。 

東大OLKとの連絡をとっていた者の返信が遅くなってしまったため、代わりの人を

たてて連絡を行った。 

 

 

 

 

現在の状況 

筑波大学の地図販売の方式を変更した。 

今までは、他団体にSample入りの地図を渡しそれにコースを組んでもらい、筑波が

Sample無しに変更するという方法だったが、今回の問題で初めからSample無しの

地図を他団体に渡すということになった。 

 

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

水元公園の地図修正に伴って、A4 1枚に収める範囲が変わり今回の利用は地図2枚に

またがる範囲を1枚に修正して利用するということだったため、本来の方法で

Sample文字を消す作業ができず、時間がかかってしまった。それに伴って、完成し

た地図を送ってから不具合がないかを確認する時間を削ってしまったこと。 

 

これからの対策 

ゆとりを持った期限を設定する。Sample無しの地図を他団体に渡す。 

 

 

  



p. 22 

 

団体名 

阪大OLC、神大OLK、奈良女OLC 

記入日 

2019/09/02 

いつ 

2019/09/01~02 

どこで 

村山ジャンボ 

だれと 

村山ジャンボの近隣住民 

どのような渉外問題が起こったのか。 

夏合宿最終日の夜に飲み会を行っていた。以前は食堂の上で行っていたが、近隣住

民のクレームによりそこが使えなくなった。そのため、違う部屋で飲み会を行っ

た。その翌日の朝に村山ジャンボの主人から近隣住民から「うるさいために３時ま

で寝ることが出来なかった」というクレームが来たから、以後気を付けてほしい、

と言われた 

 

どのような対応をとったのか。 

村山ジャンボの主人に謝罪し、部内で共有し以後気を付けることを約束した。 

 

現在の状況 

特になし 

 

 

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

今回使った部屋が部屋が狭く、暑かったため窓を開けたり、屋外で話したりする人

がいた。また、夜ということもあり声がいつも以上に届きやすかった。 

 

 

 

これからの対策 

より大きい部屋を使ったり、窓をしめたりしてこれまで以上に騒音に気を付ける。 
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団体名 

東京大学オリエンテーリングクラブ 

記入日 

2020年12月1日 

いつ 

2020年11月29日 

どこで 

東京都国分寺市黒鐘公園 

だれと 

公園の一般利用の方（子ども連れの女性） 

どのような渉外問題が起こったのか。 

競技中、選手2人がマスクをせずに息を切らして走っていることに対してお叱りを受

けた。その場は謝って終わったのだが、後日大学の方に苦情が寄せられた。内容は

マスクをしていないことに対する安全性と、オリエンテーリング競技（主には公園

で行うスプリント競技）の危険性に関してであった。 

どのような対応をとったのか。 

先方のお話を聞き、クラブ内で協議を重ねるなどして、今回の問題に対する対策

（「これからの対策」に示したもの）を先方に提示するとともに、東大OLKのホー

ムページに安全に配慮する旨を明記した。また、クラブ内での取り決めに関して都

教会の方にも報告を行った。 

現在の状況 

上記の対応をした結果、先方は納得し、競技に関しても一定の理解を示された。そ

のため、クラブと先方の渉外問題は解決した。 

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

公園内での危険性を十分に把握できていなかった。また、公園に渉外をしていなか

ったため、直接クラブと利用者の方がやり取りすることになった。 

これからの対策 

・山や公園に限らずオリエンテーリングの際は下見または渉外をして同じ曜日・時

間に安全性を確かめてやること。 

・コロナ禍において公園の利用者の方々に不安を抱かせないように十分に配慮する

こと。その基盤として、全日本オリエンテーリング協会の「オリエンテーリング大

会、練習会開催時における新型コロナウイルス感染防止のためのガイドライン」

と、東京大学の「課外活動再開に向けての本学の方針について」の遵守を徹底する

こと。 

・以上の対策の要旨を東大 OLK のホームページ（東大 OLK WebSite, 

https://olk.jp/wp/）に掲載すること。 
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団体名 

北海道大学オリエンテーリング部 

記入日 

2022 年 9 月 8 日 

いつ 

2022 年 8 月 26 日 

どこで 

北海道北広島市島松 

だれと 

テレイン内にて畑を営む男性 

 

どのような渉外問題が起こったのか。 

テレイン内にある畑の前に車を止めたまま＆荷物を広げたまま北大大開の設置にい

った。結果、男性の車の畑への侵入および駐車を妨げてしまった。 

 

どのような対応をとったのか。 

荷物や車を邪魔にならない位置にどかし、大会責任者を中心に謝罪した。 

 

また、その後の男性との会話にて、 

・教育委員会に土地利用許可を貰う他にも、テレイン周辺の土地所有者の理解はな

るべく得た方が良い 

・付近には無農薬栽培の畑や鶏舎や牧場があるので、なるべく他の土壌を持ち込ま

ないでほしい 

・事前に大会内容を伝えてほしい、理解ある北大生だからこそ土地利用の基本的な

マナーはちゃんとしよう 

という忠告を頂いた。  

 

そのため大会当日は、公式掲示板での注意書き、フィニッシュでの呼びかけ、誘導

人員の設置で対応した。 

 

現在の状況 

謝罪に対し丁寧に応じて下さり、後輩への引継ぎをしっかりと行うことを約束した

上で今大会の利用および部内練習会の開催を容認して頂いた。 

 

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

人様の土地を借りて競技をしているという自覚が足りていなかったため。また、荷

物を広げたまま森に出るという非常識な行動が部内で容認されていたため。 

 

これからの対策 

今後大会や公開練習会を行う場合は、立て看板などで開催の連絡をする、参加者へ

の事前の靴掃除をお願いする、基本的なテレイン利用マナーを守る、などの対策を

する。 

 

 部活という閉鎖的なコミュニティでは、非常識な行動が容認されやすい。以前から

荷物を展開したまま入林することがおかしいと思っていた部員もいたが、容認を続

けた結果今回のような問題が起こってしまった。おかしいと思ったことは学年関係

無しに声を挙げて改善する姿勢や空気感が重要だ。 
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団体名 

不明（所野地区利用団体） 

記入日 

2023 年 6 月 30 日 

いつ 

2023年5月30日以前 

どこで 

所野地区 

だれと 

山の所有者 

どのような渉外問題が起こったのか。 

所野の自治会長から、「山の所有者の方から、テレイン内の道路で路肩駐車や複数

人がたむろしていることについてご指摘があった」とのお電話をいただいた。 

 

 

 

 

どのような対応をとったのか。 

その際のお電話にて、テレインを利用させていただくことに対するお返しとして奉

仕活動をするという内容のご提案をいただいたため、後日山川さんが自治会長と話

し合いをしてくださった。 

 

 

 

 

現在の状況 

テレイン利用について問題なし。 

テレイン内の不法投棄を回収する奉仕活動を行い、回覧書に記載予定。 

 

 

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

テレインの利用時のマナーを周知できていなかった。 

 

 

 

これからの対策 

・マナーBOOKの作成。 

・日学テレイン利用について、テレイン利用時に気を付けることなどをマニュアル

化し、HPに載せたり、利用申請時に確認したりする。 

 

 

 

  



p. 26 

 

 

もし、今後渉外問題が起こってしまった場合、速やかに日本学連に以下の形式の報告書を 

nichigaku.fukyu@gmail.com まで提出してください。 

団体名 

 

記入日 

 

いつ 

 

どこで 

 

だれと 

 

どのような渉外問題が起こったのか。 

 

 

 

 

 

どのような対応をとったのか。 

 

 

 

 

 

現在の状況 

 

 

 

 

なぜこのような渉外問題が起こってしまったのか 

 

 

 

 

これからの対策 
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